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価値創造の源泉　～あゆみ～

藤田観光は、社会の変化を敏感に捉え、革新的な事業モデルや技術導入を通じて成長を遂げてきました。
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1948年～1960年代 1970年～1980年代 1990年～2000年代 2010年～現 在

戦後の荒廃から立ち直ろうとするなか、人 は々
心の安らぎを求め、新たな希望や生活の喜び
を見つける場所を熱望していました。

高度経済成長期には経済活動の活発化に伴い、
出張などで一人で宿泊する日本人ビジネスマン
の利用が大幅に増加しました。

旅行ニーズの個別化やネット予約が普及。
外資進出による国際化と競争激化のなか、
世界基準と独自性の融合が求められました。

観光立国政策により訪日客が急増。コロナ禍
を経て非接触やプライバシー重視、コト消費
など観光ニーズは多様化しています。

庭園・温泉などの
「保有資産」の活用力

多店舗展開を可能にした
「運営ノウハウ」

高級ホテル運営の
「接客スキル」と「ブランド力」

藤
田
観
光
の

挑
戦

邸宅や庭園の開放と
憩いの場の提供

ビジネスホテルの基盤を確立
国際基準の導入と

自社資産を生かした事業展開
インバウンド需要獲得と
ユニークな事業展開

主
な
出
来
事

1948　「箱根小涌園」開業
1952　「椿山荘」開業
1955　藤田観光（株）設立

1973　 ｢札幌第1ワシントンホテル」開業　
　　　   (当社が運営するワシントンホテルの第1号、現

「ホテルグレイスリー札幌」）

1992　「フォーシーズンズホテル椿山荘 東京」開業
2001　「箱根小涌園ユネッサン」開業

2015　「ホテルグレイスリー新宿」開業
2023　「箱根ホテル小涌園」開業

開業当時の箱根小涌園
（現 箱根小涌園 蕎麦 貴賓館）

開業当時の「椿山荘」
（現 ホテル椿山荘東京）

開業当時の
札幌第1ワシントンホテル

フォーシーズンズ
ホテル椿山荘 東京

箱根小涌園ユネッサン
「ワイン風呂」

ホテルグレイスリー新宿
「ゴジラルーム」

箱根ホテル小涌園

変化に応える
「柔軟なサービス企画力」

経常利益の推移

過去最高益
2025年12月期

137億円

「箱根小涌園」や「椿山荘」開業以来、歴史ある庭園
や温泉資源を時代のニーズに合わせて活用し、独自の
体験価値を磨き続けてきました。

「札幌第1ワシントンホテル」開業以来、業界に先駆けた
システム導入や効率的な運営を追求。蓄積されたノウ
ハウが、現在の多店舗展開の礎です。

世界基準のサービスと日本独自の感性を融合。「フォー
シーズンズホテル椿山荘 東京」などで培われた高品質な
接客とブランド力は、付加価値の源泉となっています。

市場の変化を捉え、既存施設のリニューアルやDXを
推進。新たな価値を創出し続ける柔軟な姿勢で、持続
的な成長を目指します。
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